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し
み
じ
み
と
け
ふ
降
る
雨
は
如
月
の

　
春
の
は
じ
め
の
　
雨
に
あ
ら
ず
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
水

こ
の
晴
れ
姿
、

　
　
見
て
く
だ
さ
い

　
今
年
は
町
内
か
ら
九
十
八
名
の
新

成
人
者
が
誕
生
し
ま
し
た
。
真
新
し
い

ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
男
性
の
凛
々

し
い
表
情
と
、
艶
や
か
な
晴
れ
着
姿
の

女
性
の
笑
顔
が
と
て
も
印
象
的
で
し

た
。

7ま～翁δ〉

くうζき，

‘
一

人口5，355人（5）

　男　2，508人（△D

　女2，847人（6）

世帯数1，736戸　（6）

　平成11年1月1霞現在

　　（）は対前月比

「町報とうこう」は再生紙を使用しています⑨



　　　　　　　　③輔8こ●’り

　平成11年度の新春を飾る恒例の消防出初め式が、1月5日、町内12の部から237名の消防団員が出動して

開催されました。時おり冷たい風が吹き抜ける中での出初め式となりましたが、緊張感の中、団員たちは終

始規律正しい動作で、日頃の訓練の成果を披露していました。

　また、点検の合間には山陰保育園の園児たちで構成され

る幼年消防隊によるちびっ子太鼓の披露、「よい子の誓い」

の発表なども行われ、式をなおいっそう盛り上げていまし

た。

．　・叢鵡強

身

葦峯三等潭ご好配羅搾罪
　　　　　　　　　　　　　　　一・驚　｝ごパ　　　聡噸

▲寒さと緊張の中、点検を受ける団員たち

▲個人戦優勝の和田一馬君（坪小）

轍混・　獅バ沖一　　ゴー　．，　，一　一　　一♂　　∵｝陶一

　　▲かじかむ手でがんばった、ちびっこ太鼓

審査結果

審査区分 優　勝 第2位 第3位

総合の部
第10部

i田野）

第8部
i鶴野内）

第2部
i二瀬）

操練の部 第8部
第3部
i迫野内）

第1部
i福二）

平成10年度

�法大会の部
i夏季大会）

第10部 第8部 第2部
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第
二
十
四
回
牧
水
か
る
た
大
会
が

一
月
六
日
町
中
央
公
民
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
町
内
の
各

小
・
中
学
校
か
ら
二
百
二
十
名
の
児

童
生
徒
が
参
加
し
、
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
競
技
は
、
小
・
中
学
校
別
で
学
校

対
抗
戦
、
チ
ー
ム
対
抗
戦
、
個
人
戦
の

三
部
門
で
行
わ
れ
、
読
み
手
が
上
の

句
を
読
む
や
い
な
や
、
す
か
さ
ず
札

を
取
る
と
同
時
に
元
気
よ
く
「
ハ
イ
」

と
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
個
人
戦
小
学
校
の
部
）

優
　
勝
　
和
田
一
馬
（
o
o
枚
）
坪
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　

準
優
勝
　
直
野
源
（
9
9
枚
）
卑
小

三
位
黒
田
茜
（
9
8
枚
）
坪
小
、
四

位
矢
野
高
大
（
9
6
枚
）
福
町
、
直
野

美
咲
（
9
6
枚
）
福
小
、
六
位
　
橋
口
恵

（
9
5
枚
）
寺
小
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（
個
人
戦
中
学
校
の
部
）

優
　
勝
　
水
野
里
沙
（
㎜
枚
）

準
優
勝
　
岩
田
俊
介
（
9
9
枚
）

三
位
佐
藤
勇
樹
（
9
8
枚
）

坪
中
東
中
東
中

（
学
校
対
抗
戦
小
学
校
の
部
）

優
勝
　
東
郷
小
　
準
優
勝
　
福
瀬
小

（
学
校
対
抗
戦
中
学
校
の
部
）

優
勝
　
坪
谷
中
　
準
優
勝
　
東
郷
中

（
チ
ー
ム
対
抗
戦
小
学
校
の
部
）

優
　
勝
　
海
よ
か
げ
れ
（
坪
小
）

準
優
勝
　
釣
り
暮
し
（
寺
小
）

三
位
眼
の
な
き
魚
（
寺
小
）

（
チ
ー
ム
対
抗
戦
中
学
校
の
部
）

優
　
勝
　
枕
草
子
（
期
中
）

準
優
勝
　
ふ
る
さ
と
（
園
田
）

三
位
秋
風
（
坪
中
）

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑳2114㈹まで〉

　　　　　　り輔8こ”り②

東九朔可動車遣

門川～都農圃に施行命令出る

　昨年の12月25日、門川～（東郷）～都農間（34km）について、建：設大臣から日本道路公団に施行命令がださ

れました。

　このことにより、県北の高速交通網の整備はもちろんのこと、九州の一体的な発展、経済の浮揚に不可欠

な循環型交通網の整備に大きな弾みがっくことになりました。

　このことを栂い、同日、本町でも施行命令の祝賀行事を役場前で開催し、懸垂幕、横断幕の掲示を行いま

した。

　今回の施行命令により、既に開通している一般有料道路（延岡南道路）、昨年12月11日に建設省が着工し

た国道10号延岡道路と接続し、路線が一体化して、東九州自動車道となる見通しです。

　今後は、施行命令を受けた道路公団が具体的な事業計画となる実施計画を策定し、建設大臣の認可の後、

路線の発表となります。その後、測量、調査、設計協議を経て、用地買収、工事着手となります。

　本町は、寺迫地区の約4kmが工事計画区間となっています。

宮崎県の高規格幹線道路網図
　　　　　〆番
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鵜ど枇う④

　
今
年
も
町
県
民
税
等
の
申
告
の
時

期
を
迎
え
ま
し
た
。

　
平
成
十
一
年
一
月
一
日
現
在
、
住

民
登
録
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
町
内

に
住
ん
で
い
る
人
は
、
前
年
一
年
間

に
得
た
所
得
を
申
告
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
申
告
は
、
二
月
十
二
日
か
ら
受
付

を
始
め
ま
す
。
各
地
区
ご
と
に
受
付

ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
会
場
で
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。
日
程
は
次
の
ベ
ー

ジ
の
と
お
り
、
期
限
は
三
月
十
五
日

で
す
。所

糧
の
な
い
人
も

申
告
し
て
く
だ
さ
い

　
こ
の
申
告
は
、
町
県
民
税
と
国
民

健
康
保
険
税
の
課
税
の
基
礎
と
な
り

ま
す
。

　
所
得
の
な
い
人
で
申
告
を
し
な

か
っ
た
場
合
、
扶
養
手
当
認
定
や
生

活
保
護
・
児
童
手
当
の
判
定
、
福
祉

年
金
の
受
給
、
保
険
税
の
軽
減
、
幼
稚

園
や
保
育
所
の
入
所
な
ど
に
必
要
な

所
得
証
明
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

れ
な
く
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

「
申
告
の
要
領
は
…

も

　
申
告
の
と
き
持
参
す
る
も
の

①
田
畑
で
生
産
し
た
作
物
名
・
作
付

面
積
が
明
ら
か
な
も
の

②
農
作
物
（
椎
茸
、
み
か
ん
、
米
、
柿
、

栗
、
野
菜
等
）
の
収
量
や
販
売
金
額
を

証
明
す
る
も
の
。
（
出
荷
証
明
書
）

③
肉
用
牛
の
セ
リ
市
場
に
お
け
る
売

り
渡
し
証
明
書
。
（
百
万
円
未
満
の
子

牛
に
つ
い
て
は
、
家
畜
市
場
の
売
却

証
明
書
が
あ
れ
ば
免
税
所
得
、
証
明

書
が
な
い
と
き
は
課
税
所
得
で
す
。
）

④
出
稼
ぎ
や
日
稼
ぎ
を
し
て
い
る
人

は
、
事
業
主
か
ら
の
賃
金
等
の
支
払

い
証
明
書
。
（
給
与
支
払
い
報
告
書
の

出
て
い
る
人
は
不
要
で
す
。
）

⑤
各
種
年
金
を
受
給
じ
て
い
る
人
は

平
成
十
年
中
の
源
泉
徴
収
票
か
年
金

支
払
い
通
知
書
。

⑥
土
地
や
建
物
の
譲
渡
、
立
木
の
売

却
、
貸
し
家
等
の
あ
る
人
は
、
収
入
・

支
出
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
。
（
公
共

用
地
の
買
収
に
よ
る
補
償
の
場
合
も

必
ず
申
告
し
て
く
だ
い
。
）

⑦
そ
の
他
所
得
の
あ
る
人
は
収
支
の

明
ら
か
な
も
の
。
（
家
計
簿
・
日
記
・

ノ
ー
ト
類
）

⑧
平
成
十
年
中
に
支
払
っ
た
も
の
の

う
ち
必
要
経
費
に
参
入
さ
れ
る
も
の

（
農
機
具
・
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
等
の

購
入
費
、
雇
入
費
、
土
地
改
良
費
、
交

際
費
、
高
熱
水
責
、
事
業
用
借
入
金
の

支
払
い
利
息
、
地
代
、
家
賃
等
）
の
領

収
書
。

⑨
平
成
十
年
中
に
支
払
っ
た
生
命
保

険
や
個
人
年
金
保
険
の
保
険
料
及
び

火
災
保
険
等
の
損
害
保
険
料
の
領
収

書
ま
た
は
支
払
い
証
明
書
。

⑩
印
鑑

　
な
お
、
所
得
税
の
還
付
申
告
（
払

戻
し
請
求
）
を
す
る
人
は
、
源
泉
徴
収

　
　
　
、

　
　
、
O

／
　
、
輻

　
　
　
ウ

ノ
．
諮

　
暴
　
　
　
　
●

／
　
孝

、
’＼

＼

墜国定動痩

、
　
　
　
’

．
，
撞

乍
も、

e

　
　
つ

票
を
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
病

院
の
領
収
書
通
院
証
明
書
を
必
ず
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

　　　　1…稗
：諸所

確
定
申
告
の
受
付

　　

｡
年
は
西
郷
村
が
会
場
で
す
。

　
　
　
　
　
　
2
月
1
6
日
（
火
）
～
1
9
（
金
）

　
平
成
十
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
は
、
二
月
十
五
日
か
ら
三
月
十
五

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
所
得
税
は
、
あ
な
た
自
身
が
正
し

く
所
得
を
計
算
し
、
税
金
を
計
算
し

て
納
付
す
る
申
告
納
税
制
度
を
と
っ

て
い
ま
す
。

　
昨
年
ま
で
町
中
央
公
民
館
で
納
税

相
談
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
本

年
よ
り
入
用
地
区
を
対
象
に
次
の
日

程
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

▽
期
日
　
2
月
1
6
日
（
火
）
～
1
9
日

（
金
）

▽
時
間
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

▽
場
所
　
西
郷
村
ニ
ュ
ー
ホ
ー
プ
セ

ン
タ
ー

＼瀦党

、

申
告
を
要
す
る
人

　
確
定
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
に
は
、
税
務
署
か
ら
申
告
用
紙
や

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
と
も
に
申
告
相
談

日
の
案
内
が
あ
り
ま
す
。
申
告
書
が

送
ら
れ
た
人
は
、
書
類
に
目
を
通
し
、

必
ず
指
定
さ
れ
た
日
に
申
告
を
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。

　
指
定
日
に
申
告
を
し
な
い
と
、
延

岡
税
務
署
ま
で
出
向
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
告
書
の
送
付
を
受
け
な

く
て
も
、
次
の
人
は
確
定
申
告
が
必

要
で
す
。

①
昨
年
中
の
所
得
の
合
計
額
が
基
礎

控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
の
額

を
超
え
る
人
。

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
の
年
収

が
二
千
万
を
超
え
る
人
や
、
給
与
所

得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
が
二
十

万
（
肉
用
牛
の
売
却
に
よ
る
免
税
所

得
を
含
む
）
を
超
え
る
人
。

③
給
与
所
得
者
で
、
ニ
詰
所
以
上
か

ら
給
与
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
人

で
、
年
末
調
整
を
さ
れ
な
か
っ
た
従

た
る
給
与
の
収
入
金
額
と
、
そ
の
他

の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
二
十
万
円

を
超
え
る
と
き
。

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉

　　　　　　　じ⑤蠣ど弓ご’り

所
得
税
の

　
　
還
付
申
告

　
確
定
申
告
を
し
な
く
て
よ
い
人
で

も
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金
や
予
定
納

町県民税・国民健康保険税申告相談日程表平成11年度

税
を
し
た
税
金
が
納
め
す
ぎ
に
な
っ

て
る
人
は
、
還
付
を
受
け
る
た
め
の

申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
申
告
書
は
、
二
月
十
五
日
以

前
で
も
税
務
署
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
か
ら
、
な
る
べ
く
早
め
に
申
告
し

て
税
金
の
還
付
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。
特
に
次
の
よ
う
な
人
は
税
金
が

納
め
す
ぎ
に
な
っ
て
い
な
い
か
ど
う

か
を
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

（
1
）
給
与
所
得
者
で
、
雑
損
控
除
や

医
療
費
控
除
、
寄
付
金
控
除
、
住
宅
取

得
等
特
別
控
除
、
政
党
等
寄
付
金
特

別
控
除
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
人
。（
2
）
平
成
十
年
の
中
途
で
退
職
し

た
後
就
職
し
な
か
っ
た
人
で
、
年
末

調
整
を
受
け
な
か
っ
た
人
。

（
3
）
退
職
所
得
の
あ
る
人
で
、
そ
の

所
得
を
含
め
て
申
告
す
る
こ
と
に
よ

り
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
に
つ
い

て
特
別
減
税
の
適
用
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
人
等
で
す
。

月日 曜 地区名 申告受付時間 該　　当　　組　　合 場　　　　　所

9：30～11：30 中水流・田口八ツ山 越表生活改善センター
2／12 金 越　　表

13：30～15：00 児洗・一松露 児　洗　集　会　所

9：30～11：30 東石原・西石原・本村
2／15 月 坪　　谷

13：00～15：00 赤井笠・上野原

坪谷地区多目的集会施設

9：30～11：30 仲崎・多武ノ木・瀬平
2／16 火 坪　　谷

13：00～15：00 市谷原・市谷川崎

〃

9：30～11：30 下仲瀬・久居原・下水流
2／17 水 仲　　深

13：00～15：00 深谷・野々崎
仲深地区集落センター

2／18 木 下渡川 10：00～11：30 区全域 下渡川地区集会施設

羽　　坂

9：30～11：30 井尻・深瀬・日ヶ道・樋田
羽坂生活改善センター2／22 月

13：00～15：00 硯野・羽坂・沖之水流・小長野

鶴野内 9：30L－11：30 大工野・沢潟 大工野地区集落センター

2／23 火

田　　野 13：30～15：00 区全域 田野地区集落センター

9：30～11：30 山内・中山
鶴野内コミュニティセンター

※
申
告
期
間
史
役
場
税
務
課
職
員
は
地
域
に
出
向
き
ま
す
の
で
役
場
税
務
課
で
の
申
告
受
付
は
で
き
ま
せ
死
・
左
記
期
間
中
は
地
元
で
の
申
告
を
お
願
1
こ
た
し
ま
重

2／24 水 鶴野内
13：00～15：00 前田・中水流・下村・住宅

9：30～11：30 又下1、2・又中・又上・住宅
2／25 木 小野田

13：00～15：00 大谷・小野田1、2

町中央公民館第4会議室

迫野内

9：30～11：30 鹿瀬・西谷
迫野内地区多目的集会施設3／1 月

13：00～15：00 東下・東上

迫野内 9：30～11：30 地内 〃

3／2 火

八重原 13：00～15：00 区全域 八重原　公民館

9：30～11：30 仲野原1、2

3／3 水 福　　瀬
13：00～14：30

仲
野
原
3
・
出
口
「

仲野原営農研修施設

9：30～11：30 上村1、2、3
3／4 木 福　　瀬

13：00～15：00 下村・鳥川
福　瀬　公　民　館

3／8 月 福　　瀬 9：30～11：30 日田尾・鵜弓木・広瀬 広瀬生活改善センター

9：30～11：30 庭田・長崎
3／9 火 寺　　迫

13：00～15：00 中尾・吉牟田

吉牟田地区コミュニ

e　ィ　セ　ン　タ　一

9：30～11：30 落鹿
3／10 水 寺　　迫

13：00～15：00 些些・山ノロ
寺　迫　公　民　館

3／12 金

町内全域 9：00～16：00 ※各地区で申告できなかった者 町中央公民館第4会議室
3／15 月

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑳2111（14）まで〉



　　　　　　　　⑦鞘ど弓ご’り

寺原 勝さん

（坪谷）

○
現
況
と
今
後
の
経
営

　
現
在
は
、
施
設
園
芸
と
し
て
ミ
ニ

ト
マ
ト
を
中
心
に
野
菜
の
周
年
出
荷

体
制
を
と
り
、
経
営
の
安
定
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
元
々
は
農
業
以
外
の

仕
事
に
就
い
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

三
年
に
新
規
の
施
設
園
芸
農
家
と
し

て
取
り
組
み
、
町
の
施
設
野
菜
部
会

員
と
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
規
模

と
し
て
は
、
二
十
五
ア
ー
ル
の
施
設

と
一
〇
ア
ー
ル
の
露
地
野
菜
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
中
で
も
施
設
の
方

は
平
成
七
年
に
「
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
」
栽

培
を
十
ニ
ア
ー
ル
手
掛
け
、
受
粉
に

も
「
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
」
を
使
用
し
作
業

の
省
力
化
を
図
り
、
品
質
の
向
上
と

収
量
の
引
上
げ
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
日
常
の
管
理
は
、
妻
と
二
人
で

行
っ
て
い
ま
す
が
、
収
穫
の
最
盛
期

に
は
タ
バ
コ
作
を
し
て
い
る
義
弟
に

頼
み
、
タ
バ
コ
の
最
盛
期
に
は
手
伝

う
等
し
て
労
力
に
な
る
べ
く
経
費
の

か
か
ら
な
い
方
法
を
取
っ
て
い
ま

す
。　
取
り
組
み
始
め
か
ら
、
技
術
や
経

営
管
理
の
研
修
に
は
積
極
的
に
参
加

し
、
技
術
習
得
向
上
と
な
る
よ
う
毎

日
の
農
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
後
継
者
に
つ
い
て
は
、
高
校
生
の

長
男
が
い
ま
す
が
ま
だ
今
の
と
こ
ろ

は
即
就
農
と
い
う
考
え
は
あ
り
ま
せ

ん
。
仕
事
も
農
業
以
外
の
仕
事
に
就

く
と
思
い
ま
す
が
、
自
分
も
そ
う

だ
っ
た
よ
う
に
、
息
子
の
や
り
た
い

こ
と
を
止
め
さ
せ
て
ま
で
無
理
に
就

農
さ
せ
た
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分

も
ま
だ
若
い
で
す
し
十
分
に
や
っ
て

い
け
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
方
と
今
後
の

農
業
経
営
に
つ
い
て
考
え
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

農
業
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

　
専
任
職
員
の
一
声

　
緑
の
葉
間
に
鈴
な
り
に
赤
く
色
付

い
た
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
一
個
ま
た
一
個

と
収
穫
す
る
時
に
手
に
伝
わ
る
感
触

が
最
高
の
喜
び
で
あ
る
と
笑
顔
で
話

し
て
下
さ
る
、
寺
原
勝
・
は
ま
子
夫

婦
は
、
平
成
三
年
よ
り
二
人
と
も
脱

サ
ラ
で
始
め
ら
れ
、
現
在
二
十
五

ア
ー
ル
の
ハ
ウ
ス
ミ
ニ
ト
マ
ト
専
業

農
家
で
あ
る
。

　
平
成
三
年
に
水
田
十
三
ア
ー
ル
の

水
稲
を
青
刈
り
し
て
、
ハ
ウ
ス
を
建

設
し
た
折
は
、
父
親
の
反
対
も
あ
っ

た
が
、
夫
婦
の
熱
意
で
始
め
た
ミ
ニ

ト
マ
ト
も
、
収
穫
量
・
収
入
と
も
最

高
で
、
親
も
納
得
し
加
勢
し
て
く
れ

た
と
話
さ
れ
る
。
そ
の
父
親
も
今
は

天
国
よ
り
二
人
の
成
功
を
見
守
っ
て

お
ら
れ
る
。
平
成
七
年
よ
り
ロ
ッ
ク

ウ
ー
ル
栽
培
（
十
二
ア
ー
ル
）
に
取
り

組
ま
れ
、
よ
り
高
度
な
技
術
と
高
品

質
に
励
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
平
成
八

年
か
ら
、
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
に
よ
る
受

粉
に
も
取
り
組
ま
れ
、
よ
り
省
力
に

よ
る
生
産
費
の
節
減
と
限
り
な
い
技

術
改
革
へ
と
進
ま
れ
て
い
る
。
奥
さ

ん
は
経
理
を
一
手
に
引
き
受
け
将
来

は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
管
理
を

し
た
い
と
話
さ
れ
る
。
後
継
者
は
現

在
高
校
生
で
あ
る
が
、
本
人
の
意
志

に
任
せ
た
い
と
の
こ
と
。

　
勝
・
は
ま
子
夫
婦
の
夢
は
、
消
費

者
が
喜
ん
で
も
ら
え
る
最
高
の
品
質

の
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
生
産
す
る
こ
と
で

す
と
話
さ
れ
た
。
自
分
を
信
じ
二
人

の
笑
顔
と
熱
意
が
あ
れ
ば
、
必
ず
や

実
現
で
き
る
と
確
信
し
ま
す
。

≦鴫：1顧
てe 轟k儀

Kい侮盛r儀

　　　　　　る鞘》弓ご’り⑥

ニュージーランドと日本の文化の違い
　　　　　　　約7年前、日本語を一年半しか勉強してなかった私は、初めてEヨ本に来ました。その時、日

　　　　　　本の文化と習慣についてほとんど分かりませんでした。もちろん、ニュージーランドとは違う

と予想していましたが、どれほど違うか全く分かりませんでした。しかし8年後、日本に来るのが5回目と

なった私は、日本の文化と習慣について少しずつ分かってきました。「少し」という理由は、私は外国人だ

から日本の文化を全部分かっているわけじゃないからです。

　日本に初めて来たとき、一番びっくりしたことは、みんな学校や家に入る前に靴を脱いであがることでし

た。しかし、よく考えてみたら、この意味がすぐ分かりました。もし、ニュージーランドでもこうしたら、

学校の中、家の中がもっときれいになるだろうと思いました。これは日本とニュージーランドと日本の文化

の違いのとても基本的な例ですが、もっと複雑な例もあります。例えば、日本では病人に鉢植えの植物をあ

げるのはその人の病気が根づいて長くなるといって嫌われます。しかし、ニュージーランドの場合は病人に

花や植物をあげます。花や幽草は色鮮やかな物だから、かえって病人を元気づけられるからです。

　日本の文化や習慣は、ニュージーランドの一般の人の文化や習慣よりとても深いと思います。しかし、

ニュージーランドの原住民には今でもかなり深い文化と習慣が残っています。けれど、原住民でないニュー

ジーランド人にはさほどありません。ほとんどのニュージーランド人は200年ほど前にイギリスから移住し

てきたからです。だから、ニュージーランドは歴史的に若い国ですので独自のユニークな文化と習慣をまだ

作っていないのです。今のニュージーランドの人々は英国の

文化と習慣を採用して作っています。

　私が何回も日本に来た理由の一つは、日本の文化が好きだ

からです。今でも勉強中ですので東郷町に来ている間にたく

さん学びたいと思います。皆さんよろしくお願いします。

　
児
湯
郡

く
雌
の
部

　
寺
　
迫

　　　　ま　　〉市
・　●　　ゆ　　　　共

　　　　赫　套
　　　　号妻

　　　　葦

　　　　賞

　
東
臼
杵
郡
市
共
進
会

〈
雌
の
部
〉

落仲羽福坪
〈
去
勢
の
部
〉

鶴
野
内

　
福
　
瀬 鹿

　
　
植
野
　
繁

　
や
す
ひ
ろ
号
　
　
壱
等
賞

深
　
　
椎
葉
政
美

　
ま
さ
ひ
ろ
号
　
　
壱
等
賞

坂
　
　
那
須
ミ
ナ
子

　
ひ
で
み
つ
号
　
　
参
等
賞

瀬
　
　
関
野
安
弘

　
く
に
ふ
く
号
　
　
参
等
賞

谷
　
　
矢
野
昭
市

　
み
ち
ふ
く
号
　
　
参
等
賞

　
　
　
井
脇
　
健

　
園
圃
号
　
　
　
弐
等
賞

　
　
　
関
野
安
弘

　
谷
福
号
　
　
　
弐
等
賞

　
1
月
期
子
牛
郡
共
進
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
本
町
か
ら
8
頭
出
品
し

て
い
ま
す
。
成
績
に
つ
い
て
は
次
の

と
お
り
で
す
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉

畜
産
だ
よ
り

現
身
は
た
よ
り
な
き
も
の
ひ
と
夜
病
み

逝
き
し
義
兄
の
体
冷
え
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

老
い
二
人
喜
寿
を
迎
ふ
る
大
晦
日

子
ら
の
集
ひ
て
除
夜
の
鐘
聞
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
富
貴
子

住
む
人
の
た
め
と
新
し
き
道
な
り
て

峡
の
一
軒
は
村
を
離
れ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

流
星
の
】
大
シ
ョ
　
も
雲
覆
ひ

未
明
の
空
に
夢
ひ
と
つ
消
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

落
ち
葉
積
む
疎
林
に
明
る
き
】
と
こ
ろ

野
苺
の
群
れ
か
紅
色
の
冴
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

紺
碧
の
空
に
重
な
る
幽
々
は

海
な
き
里
の
水
平
線
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
鈴
子

糖
分
の
甘
き
蜜
柑
を
選
び
つ
つ

送
ら
む
娘
の
こ
と
思
ひ
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

知
ら
れ
ざ
る
苦
労
も
あ
ら
む
蜜
柑
の
畑
に

蜜
柑
狩
り
の
我
ら
賑
は
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
幸
美

潮
風
の
吹
き
あ
ぐ
る
畑
の
蜜
柑
狩
り

受
験
控
へ
し
孫
に
送
ら
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
富
子

山
畑
の
蜜
柑
園
に
来
し
ひ
と
日

吾
が
幸
せ
の
か
く
つ
つ
ま
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

完
熟
の
実
を
い
ち
は
や
く
ひ
よ
ど
り
が

っ
つ
き
た
る
穴
二
つ
三
つ
四
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
敷
裕
子

登
校
す
る
児
ら
と
の
朝
の
挨
拶
も

歩
む
散
歩
の
楽
し
み
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
園
男

冬
の
海
の
白
き
浪
よ
る
灯
台
に

カ
モ
メ
飛
び
交
ふ
夕
べ
と
な
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
秋
男

海
見
ゆ
る
畑
に
集
ひ
し
蜜
柑
狩
り

今
日
秋
の
日
の
空
高
く
澄
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

谷
に
掘
り
し
木
の
根
を
庭
に
並
べ
干
し

県
境
の
谷
に
君
の
商
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
美
智
雄

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉

短
歌
尾
鈴
短
歌
会



　　　　　　　　⑨鞘8こ一’り

宮崎県最低賃金（地域別最低賃金）

最低賃金が改正されました
　県内事業所で働く全ての

労働者に適用される宮崎県

最低賃金と、特定の産業で

働く労働者に適用される産

業別最低賃金が次のとおり

改正されました。

及び産業別

業　　　　種 最低賃金額 時間額 引上げ額（日額） 引上げ率（日額） 効力発生日

宮崎県最低賃金
@　（地域別）

　　　円
S，712

　　円
T89

　　円
W6

　　　％
P．86

平成

P0年10月1日

肉製品・乳製品製造業 4，947 619 88 1．81 10年12月25日

電気機械器具製造業 5，128 641 100 1．99 10年12月31日
産
別
最
賃
各種商品小売業 5，018 628 97 1．97 10年12月26日

自動車（騒動小売業 5，245 656 100 1．94 10年11月26日

1．最低賃金は、臨時、パート、アルバイトなどを含めた全ての労働者に適用されます。

2．最低賃金の対象となる賃金には、（1）賞与などの臨時の賃金、（2）時間外労働などの割増賃金、（3）精皆

　　勤手当、通勤手当及び家族手当は含まれません。

◎問い合わせば宮崎労働基準局賃金課　0985－24－2205

　　　または、宮崎労働基準監督署　0985－29－6000　都城労働基準監督署0986－23－O192

　　　　　　　延岡労働基準監督署0982－34－3331　日南労働基準監督署0987－23－5277

最低賃金テレホンサービス　TEL（0985）23－4811

一
表
紙
へ
牧
水
の
う
た
の
解
説
－

し
み
じ
み
と

　
如
月
の

春
の
は
じ
め
の

け
ふ
降
る
雨
は

雨
に
あ
ら
ず
や

　
現
在
、
東
郷
町
牧
水
公
園
の
高
台

に
あ
る
う
た
の
小
径
に
建
て
ら
れ
て

い
る
牧
水
の
歌
碑
に
つ
い
て
紹
介
し

て
い
ま
す
が
、
こ
の
歌
も
そ
の
中
の

一
基
で
あ
り
ま
す
。

　
榎
本
尚
美
氏
（
故
若
山
旅
人
氏
長

女
篁
子
さ
ん
の
夫
）
著
の
「
若
山
牧
水

イ
ン
デ
ッ
ク
ス
」
に
よ
る
と
、
桜
や
富

士
や
旅
を
愛
し
、
こ
よ
な
く
酒
を
好

ん
だ
牧
水
で
あ
っ
た
が
、
雨
も
ま
た

好
き
で
、
「
心
が
内
に
向
く
時
は
雨
が

相
応
し
い
」
と
言
っ
て
、
よ
く
雨
の
歌

も
詠
ん
だ
。
そ
の
中
の
一
首
で
も
あ

る
。
さ
ら
に
「
雨
と
言
え
ば
水
で
あ

る
。
水
の
好
き
だ
っ
た
牧
水
が
母
の

名
前
と
坪
谷
川
の
清
流
か
ら
雅
号
を

牧
水
と
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
。
そ
し
て
、
水
に
関
係
の
深
い
所

へ
と
旅
し
て
渓
谷
を
眺
め
、
滝
を
愛

で
、
湖
を
眺
め
、
海
を
愛
で
、
ま
た
雨

を
眺
め
、
温
泉
を
愛
で
、
そ
れ
ら
の
歌

や
紀
行
文
に
不
朽
の
名
作
を
残
す

等
、
水
と
深
い
縁
を
も
っ
て
い
る
」
と

記
し
て
い
ま
す
。
こ
の
歌
は
「
二
月
の

雨
」
と
題
し
て
詠
ん
だ
一
首
で
、
第
十

三
歌
集
『
く
ろ
土
』
に
収
め
ら
れ
て
い

都
甲
欣
　
一
り

ま
す
。
そ
の
序
文
に
「
漸
く
歌
と
い
う

も
の
が
解
っ
て
き
た
。
」
気
持
ち
、

「
こ
れ
が
自
分
の
処
女
歌
集
か
も
知

れ
な
い
」
気
持
ち
を
述
べ
、
こ
の
『
く

ろ
土
』
に
愛
着
を
感
じ
て
編
集
し
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

を
機
に
歌
人
と
し
て
の
名
声
が
高

ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
（
町
内
歌
碑
め

ぐ
り
）

…鼻…－膳創噌

介護保険制度解説⑦
　　　　ケアマネジメントの重要性

　・介護サービスの利用は、高齢者が自らの意志に

基づいて、利用するサービスを選択し、決定するこ

とを基本としたうえで、保健・医療・福祉の専門家

が連携し身近な地域でこれを支援していくという
考え方（高齢者の自立支援）に立って進めなければ1

なりません。

　こうした支援の仕組みをケアマネジメントとい

腰灘魏瓢轍銑位置i
　介護サービス計画（ケアプラン）の作成　　i

　・要介護度の区分によって、介護保険から支払わ1

平門二四灘嶺会轟鹸篇朗
にあった介護サービス計画（ケアプラン）を作成しi

て携幾謙るのは本人や家族だ・ナでもi

いいのですが、より効果的なものにするために専1

網針弊翻鰯藁繍1旨差措
けたもの）と呼ばれるものです。

　この機関では、依頼があれば、介護支援専門員
（ケアマネジ・一）を中心として・本人や家族の相i

談に応じ、そのニーズを把握したうえで、限度額範1

囲内でケアプランを作成します。その後、サービス

提供機関との連絡調整を行って、利用者本位の適
切なサービス利用につなげていく・とになりま1

す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
なお・ケアプランの作成費用は・介護保険から支i

払われることとなっています。　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　豊

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉

図の吉総記

　「能」を堪能
　　12月15日㈹

町の文化振興事業の一環と

して、「能楽座」の公演が、町㌻

総合文化センターで開催され幸
ました。当日は、狂言「二人享

大名」と能「安達原」が公演幸
されましたが、滑稽なだけで1

なく、鬼気迫る迫カー杯の演爵
　　　　　　　　　　　　曹技に時間も忘れ、訪れた観客壱
もしば硯短ていました．1

　当日は、普段はもちろん、　壱
なかなか生で見ることのでき‡

雛畿論型よ灘
勢300名が躰古来の芸能樽

満喫していたようです。　　　寺
　　　　　　　　　　　　寺
　　　　　　　　　　　　菅

▲観客を魅了した能楽座の公演

垂
垂
寺
甚
尋
条
条
轟
轟
条
条
尋
条
轟
轟

　　　　　　　鞘8こ”り⑧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そ

　　里雪　　☆★☆東郷幼稚園☆★☆
　．灘　二＠
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憲
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＼
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潔
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葦
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勘
ン
“
鞭
蒸
メ
ノ
毒
　
　
・
噸

　
　
　
・
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二二6蓼縛「掃
▲題「どうぶつ園に

　きりんがいたよ」

1騰離
すか？　　　　　　　1

蜘二☆魯
・大きくな。た・何・i

　なりたいですか。　　1

かんこふさん

・蟹．、

▲題「おおいたに行ってホテルにとまったよ」

’

馳＼喚

短

　小野田　住宅の

徳山めぐみさん（6歳）

父：徳山　秀樹さん

母：　　　真弓さん

○好きな食べ物は何ですか？

　ほうれんそうのバターい

　ため、みかん

○好きな遊びは何ですか？

　てつぼう、うんてい

○大きくなったら何になり

　たいですか。

　およめさん

☆
事
故
関
係

　
平
成
十
年
中
の
東
郷
町
内
の
交
通

事
故
発
生
状
況
は
、

　
　
　
人
身
事
故
　
　
　
八
件

　
　
　
　
　
　
　
重
傷
　
　
二
名

　
　
　
　
　
　
　
軽
傷
　
　
七
名

　
　
　
物
損
事
故
　
　
九
十
三
件

で
し
た
。

1
6
ノ

τ
）

o

事☆まとに等ク●所●のし増先売中難☆す故
故平事すき協を及車へ留盗た加狙機で事昨事。の平

件
関
係

年
、
東
郷
町
で
は
二
五
件
の
盗

件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の

特
に
多
か
っ
た
の
は
、
自
動
販

荒
し
・
オ
ー
ト
バ
イ
盗
難
・
車

い
な
ど
で
、
前
の
年
よ
り
数
件

し
て
い
ま
す
。
勿
論
、
検
挙
解
決

事
件
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら

難
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、

守
を
す
る
時
の
鍵
か
け
と
隣
近

の
声
か
け
。

か
ら
離
れ
る
と
き
の
ド
ア
ロ
ッ

び
ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク
。

励
行
す
る
と
と
も
に
、
お
互
い

力
し
て
不
審
人
物
を
見
か
け
た

は
一
一
〇
番
通
報
を
お
願
い
し

Q

　
今
年
も
東
郷
町
か
ら
一
件
で
も
交

通
事
故
が
減
少
す
る
よ
う
に
安
全
運

転
に
徹
す
る
と
と
も
に
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
十
年
中
の
事
件
事
故

　
平
成
十
年
中
の
東
郷
町
の
事
件
事

故
の
発
生
状
況
は
次
の
と
お
り
で

町村名 人身件数 死者 重傷 軽傷
負傷者

〟@計
物損事故 事故の
麹㈹v

日向市
216 8 36 217 253 1554 1770

門川町
43 1 3 47 50 396 439

東郷町 8 0 2 7 9 93 101

南郷村 2 0 2 0 2 20 22

西郷村 4 0 0 4 4 50 54

北郷村 1 0 0 1 1 27 28

諸塚村 1 0 0 1 1 51 52

椎葉村 1 0 0 1 1 66 67

合　計 276 9 43 278 321 2257 2533

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111（14）まで〉

駐
在
所
だ
よ
り

　
ま
た
、
平
成
十
年
中
の
日
向
警
察

署
管
内
の
交
通
事
故
発
生
状
況
は
次

の
と
お
り
で
す
。



　　　　　　鞘どうご’り⑩

牧
水
賞
記
念
講
演
会

　　お知らせ
ンフォメーション》i》

▽
日
時

▽
会
場

▽
講
師

▽
演
題

2
月
7
日
（
日
）

午
後
2
時

町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

永
田
和
宏
氏

「
牧
水
の
な
つ
か
し
さ
」

牧
水
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

▽
日
時

▽
会
場

2
月
1
4
日
（
日
）

午
前
8
時
受
付

牧
水
公
園

保
育
園
児
募
集

イ
課
へ
お
問
い
ム
ロ
わ
芝
だ
・

　
平
成
1
1
年
度
の
保
育
園
児
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▽
鶴
野
内
保
育
園

　
定
員
　
3
5
名

▽
入
園
資
格
　
満
3
歳
以
上

▽
申
し
込
み
　
申
込
書
は
、
保
育
園

　
及
び
や
す
ら
ぎ
館
保
健
福
祉
課
に

　
あ
り
ま
す
。

▽
受
付
期
間
　
平
成
1
1
年
2
月
1
日

　
か
ら
同
年
2
月
1
9
日
ま
で

　
詳
し
く
は
や
す
ら
ぎ
館
保
健
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
。

幼
稚
園
児
募
集

　
東
郷
・
寺
迫
の
各
幼
稚
園
の
園
児

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▽
入
園
資
格

　
町
内
に
居
住
す
る
満
3
歳
、

歳
、
5
歳
の
幼
児

▽
入
園
申
込
方
法

4

　
入
園
申
込
書
が
、
教
育
委
員
会
事

務
局
及
び
東
郷
・
寺
迫
幼
稚
園
に
お

い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
入
園
希
望
幼
稚
園
ま
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
入
園
申
込
締
切
日

　
平
成
1
1
年
2
月
1
9
日
目
金
）

　
本
年
度
は
保
護
者
の
ご
要
望
に
応

え
る
よ
う
「
預
か
り
保
育
」
を
行
い
ま

す
。
詳
し
く
は
教
育
委
員
会
学
校
教

育
係
、
ま
た
は
東
郷
・
寺
迫
幼
稚
園

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
制
度
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　
平
成
1
1
年
4
月
よ
り
町
税
、
国
民

年
金
保
険
料
が
口
座
振
替
で
納
入
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
口
座
振
替

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
通
帳
・
印
鑑

を
ご
持
参
の
上
、
J
A
日
向
、
郵
便

局
、
宮
崎
銀
行
の
各
金
融
機
関
窓
口

に
お
申
し
出
下
さ
い
。

〔
お
問
い
合
わ
せ
先
〕

　
町
税
等
　
税
務
課
課
税
係

　
　
　
　
（
T
E
L
6
9
－
3
9
0
4
）

　
国
民
年
金
保
険
料
　
住
民
課
保

険
年
金
係
（
T
E
L
6
9
－
3
9
0
2
）

農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
の
縦
覧
期
間
に

つ
い
て

▽
日
時
平
成
1
1
年
2
月
2
3
日

（
火
）
か
ら
3
月
9
日
（
火
）
ま
で
の

15

匇
ﾔ

午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
5
時

▽
場
所
　
役
場
総
務
課
内
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局

　
本
年
は
、
農
業
委
員
会
委
員
改
選

の
年
に
当
た
り
ま
す
。

農
地
転
用
は
必
ず

許
可
・
届
出
を

　
農
地
を
農
地
以
外
に
利
用
す
る
に

は
、
農
地
法
の
許
可
が
必
要
で
す
。

農
地
に
家
や
倉
庫
を
建
て
た
り
駐
車

場
や
資
材
置
場
と
し
て
利
用
す
る
場

合
は
、
工
事
を
始
め
る
前
に
許
可
を

得
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

農
業
振
興
地
域
内
の
農
用
地
に
つ
い

て
は
、
事
前
に
地
区
除
外
の
許
可
等

が
必
要
で
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
先
〕

　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
T
E
L
6
9
－
3
9
1
0

住
宅
金
融
公
庫
か
ら

の
お
知
ら
せ

　
勤
務
先
の
倒
産
、
営
業
不
振
等
に

よ
り
住
宅
ロ
ー
ン
の
返
済
が
お
困
り

の
方
、
ご
相
談
下
さ
い
。
収
入
が
回
復

さ
れ
る
ま
で
の
問
、
次
の
方
法
に
よ

り
返
済
負
担
を
大
き
く
軽
減
し
ま
す
。

・
返
済
期
間
を
最
大
1
0
年
間
延
長

・
必
要
に
応
じ
て
最
大
3
年
間
の
元

　
金
据
え
置
き
期
間
の
設
定

・
基
準
金
利
の
適
用
期
間
の
3
年
延
長

・
据
置
期
間
中
の
5
％
ま
で
の
金
利

引
き
下
げ

　
詳
し
く
は
、
ご
返
済
中
の
金
融
機

関
ま
た
は
住
宅
金
融
公
庫
南
九
州
支

店
【
専
用
T
E
L
脱
－
3
8
7
－
3
7

0
9
】
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

平
成
1
2
年
3
月
末
日
ま
で
受
け
付
け

ま
す
。

心
配
こ
と
相
談

▽
日
時
　
2
月
1
6
日
（
火
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

　
　
今
月
の
納
税

固
定
資
産
税
四
期

国
民
健
康
保
険
税
十
期

　
　
　
納
期
は
三
月
一
日
ま
で

善
急a
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
次
の
方
か
ら
町

社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の
た

め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
〈
1
月
5
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
〉

◎
迫
野
内
の
前
田
八
重
子
さ
ん
か
ら

　
（
明
さ
ん
・
8
3
歳
逝
去
）

◎
寺
迫
の
黒
木
千
年
さ
ん
か
ら

　
（
マ
シ
エ
さ
ん
・
8
2
歳
逝
去
）

◎
迫
野
内
の
黒
木
元
江
さ
ん
か
ら

　
（
敏
夫
さ
ん
・
7
2
歳
逝
去
）

◎
坪
谷
の
矢
野
征
充
さ
ん
か
ら

　
（
美
榮
子
さ
ん
・
5
9
歳
逝
去
）

◎
迫
野
内
の
田
口
峰
男
さ
ん
か
ら

　
（
兼
男
さ
ん
・
6
9
歳
逝
去
）

◎
坪
谷
の
矢
野
望
さ
ん
か
ら

　
（
ア
サ
さ
ん
・
9
2
歳
逝
去
）

◎
八
重
原
の
徳
七
七
さ
ん
か
ら

　
（
作
治
さ
ん
・
9
2
歳
逝
去
）

般
　
寄
　
付

　
田
野
の
黒
木
勘
市
さ
ん
、
越
表
の

楠
安
子
さ
ん
か
ら
快
気
祝
い
と
し

て
、
町
婦
人
連
絡
協
議
会
の
方
々
か

ら
産
業
文
化
祭
の
益
金
の
一
部
を
社

会
福
祉
に
役
立
て
て
下
さ
い
と
社
会

福
祉
協
議
会
へ
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
（
十
二
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

氏

名

横
山
雅
晴
保
護
者
名

雅
　
隆

住
所

仲
　
深

結死

亡

冥
福
を

祈
り

ま

す

松矢

田野

直一

美郎

門
川

町

坪

谷

氏

名

住

所

婚

お

幸
せ
に

徳
森
作
治

海
野
三
千
代

黒
木
雄
辛

矢
野
ア
サ

大
石
清
太
郎

峯
村
守

矢
野
美
榮
子

黒
木
マ
室

黒
木
敏
夫

氏
名

92

ﾎ

71

ﾎ

62

ﾎ

92

ﾎ

95

ﾎ

73

ﾎ

59

ﾎ

82

ﾎ

72

ﾎ
年
齢

八
重
原

羽
　
坂
寺
迫
坪
谷

小
野
田
田
野
坪
谷
寺
迫

迫
野
内

住
所

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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